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防
災
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　
や
ち
よ
情
報
メ
ー
ル
は「
防
災
」、「
防
犯
」、「
環
境
」、「
火
災
」な
ど
の

中
か
ら
、
必
要
な
情
報
を
選
ん
で
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
防
災
情
報
メ
ー
ル
で
は
、
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
た
内
容
を
配
信
す
る

ほ
か
、
防
災
や
減
災
、
気
象
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
防
災
無
線
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
放
送
内
容
が

聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
を
登
録
し
て

お
け
ば
、
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。
自
動
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

０

１
２
０（
９
７
０
）９
１
１
で
も
放
送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
防
災
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
八
千
代
市
防
災
ブ
ロ
グ
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
設
定
方
法
】
下
記
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か「yachi

yo@
sg-m

.jp

」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
案
内
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。 　
　
　
　
　

（
総
合
防
災
課
）

公
共
施
設
再
編
検
討
・
検
証
委
員
会
の
市
民
委
員

　
本
市
の
公
共
施
設
再
編
等
に
係
る
方
策
の
検
討
や
進
捗
状
況
の
検
証
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
▼
資
格　
市
内
在
住
の
成
人
で
、
年
２
回
程
度
平
日
昼
間
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
５
つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い

人　
▼
募
集
人
数　
４
人　
▼
任
期　
30
年
６
月
か
ら
２
年
間　
▼
報
酬　

会
議
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
選
考
方
法　
書
類
選
考　
▼
応
募
方

法　
５
月
15
日
㈫
必
着
で
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応
募
の
動
機
を
記
入
し
た
任
意

の
Ａ
４
用
紙
と
、
八
千
代
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
同
計
画
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
読
ん
で
か
ら
、
「
未
来
を
見
据
え
た
八
千
代
市
の
公
共

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を

〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市
役
所
資
産
管
理
課
へ
持
参
か
郵
送
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
市
民
委
員
の
公
募
」
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
は

非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
（
資
産
管
理
課
）

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
初
診
時
の
選
定
療
養
費
が 

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
の
初
診
時
に
、
診
療
所
な
ど
か
ら
の
紹
介
状
が

な
い
場
合
、初
診
料
と
は
別
に
か
か
る
選
定
療
養
費
が
、診
療
報
酬
改
定
に

よ
り
、
４
月
か
ら
３
２
４
０
円
が
、
５
４
０
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。詳

し
く
は
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
（
４
５
０
）６
０
０
０
へ 

（
健
康
福
祉
課
）

電
車
や
バ
ス
を
積
極
的
に
使
っ
て 

環
境
と
健
康
に
や
さ
し
い
生
活
を

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
電
車
や
バ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
が
減
る
と
、
運
行
本
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
や
、
路
線
の
維
持
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
環
境
や
健
康
に
や
さ
し
い
生
活
を
す
る
た
め
に
も
電
車

や
バ
ス
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

  

（
都
市
計
画
課
）

今年度の主要事業

■一般会計基金・市債残高・債務負担行為残高
（30年度末見込）
　※下段は、一人当たりの残高（30年度末見込）

基金残高
（うち財政調整基金） 市債残高 債務負担

行為残高

46億4,387万円
（20億8,775万円）
２万3,493円/人
（１万562円/人）

530億1,625万円

26万8,203円/人

125億7,275万円

６万3,604円/人

○財政調整基金…突発的な災害や緊急を要する
経費に備えるための基金。
○債務負担行為…複数年度の契約など、将来に
わたって支払うことを約束する行為。

■継続費
事業名 総額 年度 年割額

東消防
署整備

13億
5,680万円

平成30年度 ７億7,531万円

平成31年度 ５億8,149万円

○継続費…大規模な工事などで２か年以上にわ
たって行う事業に対して、総額と年度ごと
の額を定めるもの。

主な事業の予算額を総合計画の６つの柱に沿って紹介します。
　※原則として、１万円未満を四捨五入

１．健康福祉都市をめざして
【新規事業】
○重度重複障害者の受け入れに係る補助（障害
者支援課）…528万円　福祉作業所民営化後
の障害福祉サービス事業所において、医療的
ケアが必要な重度重複障害者の受け入れに対
して、補助します。
○高齢者の運転免許証自主返納支援（長寿支援
課）…131万円　運転免許証を自主返納した
高齢者に対して、タクシー券を交付します。

【継続事業】
○民間保育園の整備（子育て支援課）
　…………………………………２億7,116万円
○保育士の処遇改善（子ども保育課）
 …………………………………１億4,184万円
○学童保育所の運営（子育て支援課）
 …………………………………３億7,248万円
○看護師等修学資金貸付（健康福祉課）
 …………………………………… 2,452万円
○東京女子医科大学附属八千代医療センターの
　整備及び運営等に関する財政支援（健康福祉課）
　…………………………………２億7,000万円
○成人を対象とした各種検診など（健康づくり
課）……………………………６億9,351万円

○産後ケア（母子保健課）……………280万円
○四市複合事務組合が整備する第２斎場に係る
一部負担（健康福祉課）…… ２億2,102万円

２．教育文化都市をめざして
【新規事業】
○教育ネットワークシステムの運用管理（教育

　

　センター）…２億7,195万円　第３期教育
振興基本計画に対応したＩＣＴ環境整備
を行い、児童生徒の情報活用能力を高め
るとともに、教育の情報化を進めます。
○小・中学校普通教室等空調設備設置に向けた
ＰＦＩ導入可能性調査（教育総務課）…864
万円　小・中学校の普通教室及び特別教室
等の一部に空調設備を設置するためのＰＦ
Ｉ手法導入の可能性を調査します。

この特集は次ページに続きます

歳 入 　個人市民税などの市税の増加を見込み、国・県補助金や地方債を活用
するほか、各種基金からの繰り入れをすることで、財源確保を図りまし
た。グラフの（ ）内は前年度比。

歳入
555億3,800万円
（5.0％増）

市税

286億6,834万円（1.5％増）
市民税、固定資産税、都市計画税など

諸収入

15億9,331万円（1.5％増）

延滞金加算金や過料、市預金利子、
貸付金元利収入など

使用料及び手数料

15億1,017万円（1.1％増）

市の施設の利用者、特定の行政サービス
を受ける人からいただくお金

分担金及び負担金

７億6,059万円（8.6％増）
保育園の保育料など

繰入金

５億6,746万円（785.7％増）

基金（市の貯金）や特別会計から繰り入れ
るお金

地方消費税交付金

30億8,200万円（6.2％増）

地方消費税が人口などに応じて
交付されるお金

地方交付税

12億9,300万円（17.4％減）

地方財源の均衡を図るために国から
交付されるお金

市債

34億4,280万円（26.1％増）

14億4,936万円（5.2％増）

国や銀行などから借りるお金

県支出金

36億7,575万円（1.0％増）
県からの負担金や補助金など

国庫支出金

89億3,031万円（4.3％増）
国からの負担金や補助金など

その他

５億6,491万円（1,325.2％増）
繰越金、寄附金など

その他
地方譲与税、各種交付金

自主財源 60.6%依存財源 39.4%

▲ＩＣＴを活用して、児童・生徒一人ひとりに合った
　個別学習を行うことができます

▲タクシー券を使って割り引きを受けられます


